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子どものひとりごとについての一考察
～4歳児の遊び場面から～
瀬 下 裕紀子
Ⅰ 問題と目的
私たちは,相手に自分の気持ちや考えを伝えるための伝達方法として言葉を使用する｡
しかし言葉は,人に向けられて話されるものとそうでないものとがあり,相手を意識しな
いで発せられたり,誰もいないのに発せられる言葉をひとりごとと言う｡
子どもの遊び場面でも,多くのひとりごとを耳にする｡子どものひとりごとをpiaget
は,自己中心的言語と呼んだ｡これに対しvygotskyは, ｢成人の内言と機能的,構造的
に同一であることを指摘 し,言葉が最初からコミュニケーションの手段としての機能を有
する｡ それは,次第に思考の手段としての機能を獲得する (内言)ようになっていく｡ 自
己中心的言語は,内言にいたるまでの過度的現象である｡｣1)と述べている｡
vygotskyの言うように,子どものひとりごとは子どもが頭の中で (内面化)物事を考
える (思考)ようになるための一段階であると思われるが,それ以外の目的もあると思わ
れる｡ また,ひとりごとについては,それが日常生活のどのような場面で発せられるのか
について唆味な部分も多い｡
そこで,ひとりごとはいつ,どんな時に,どのようなものが発せられるのか,また子ど
ものひとりごとにはどのような意味があるのかを明らかにするために本研究を行うことと
した｡
Ⅱ 研究方法
第 1節 予備調査
(1)目的
調査を行うにあたり,必要な人数,観察時間,観察の観点を明らかにするとともに,観
察者が違和感なく保育に参加し観察を行えるようにすることを目的とする｡
(2)実施期間及び対象児
期 間 平成14年7月24日(水)～7月26日(金)
対象児 新潟県田上町立N保育所2) 4歳児 4名
(3)観察手続き
ひとりごとの要件を①他人への伝達を目的としない②相手を意識しない③相手に考えや
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答えを求めないと規定し,1人につき約30分間の調査を行った｡
記録用紙は,菅田1)が使用した記録用紙に加筆したものを用いた｡
観察項目は,ひとりごと,ひとりごとが発っせられた時間,遊びの内容,遊び場所,遊
び相手の有無,遊び相手の反応,使用している用具,言語的特徴の8項目である｡
(4)調査結果と反省
約30分間の観察において3-20事例のひとりごとが観察された｡ひとりごとは,遊びが
活発に行われている時に多く表れた｡
遊戯室での観察が中心であったが,ひとりごとは,その性質上聞きとりにくいのに加え,
他の子どもたちの声やその他の雑音に消され収集が大変難しいことが分かった｡
また,目新しい観察者に興味を示し,一緒に遊ぶことを求める子どもや何をしているの
か質問してくる子どもも多く,観察が中断する場面もあった｡そこで,予備観察の日程を
当初予定していた1日から3日に延長することによって,観察者が違和感なく保育に参加
し観察を行えるようにした｡
第2節 本調査
(1)実施期日
期 間 平成14年7月29日(月)～8月7日(水)の土日,祭日を除いた日の午前8時
30分から10時までの2時間30分｡ただし,調査は午前8時45分からとし,
調査までの時間は,子どもの様子を見る時間とした｡
対象児 新潟県田上町N保育所 4歳児 8名 (男児4名,女児4名)
(2)調査手続き
調査はひとりごとの抽出条件を予備調査と同じにし,自然観察法で1人につき1時間観
察を行った｡ただし,一斉保育時の観察は行わず,自由保育時のみに限定した｡
記録項目は,予備調査の時と同様の8項目である｡
(3)分析方法
調査によって収集されたひとりごとは,機能的カテゴリーと内容的カテゴリー,遊びの
種類に分類し,全体と男女差という2つの観点から分析を行った｡
(∋機能分析
機能分析は,ひとりごとがどのような働きをしているかという機能的側面から分析をす
るものである｡今回は,菅田1)がDavidD.Clarke(1983)に示したカテゴリーを10項目
のカテゴリーにまとめたものを使用した｡カテゴリーの内容は,次のとおりである｡
a容認 他人の意見を受けいれたり,認めたり,同意する｡
b同意 相手の意見に同意したり,確認したりする｡ ､
C質問 他の人や自分にむける質問｡
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d主張 状態や状況の叙述｡自分に対しての提案,助言｡
e非難 他人に対しての非難,冷やかし｡
f命令 他人への命令｡
g継続 状況や状態,行動などの詳しい説明,推理,例証,分析,弁明｡
非人間的な物や人間に対する命名｡
h否定 他人に対する否定,否認,拒否｡
i実行 義務の実行｡行動と共に出てくる言葉｡
j要請 他人への要請,嘆願,許可｡
(参内容分析
内容分析は,ひとりごとがどのような内容を持っているかという内容的な側面から分析
するものである｡ この内容分析のカテゴリーについても菅田1)が次の11項目にまとめてい
る｡今回は,このカテゴリーにそって分析を行った｡
a叙述 状態や状況,自己の状況や状態あるいは活動の叙述｡
b確認 状態や状況,自己の状況や状態あるいは活動の確認｡
C思考 遊びや遊び方などすべてにおける思考｡また,それを考える間｡物や状況な
どに対する空想｡
d意思 自己の意思表示｡
e感想 状態や状況,自己の活動に対する感想,気持ち｡
f会話的表現 誰かに話しかけているようなひとりごと｡
g行為の指示 自己の行為を誰か他人に教えているようなひとりごと｡
h自己への問い掛け 自分へ疑問や質問を問い掛けているようなひとりごと｡
i模倣 真似,擬態語｡
j掛け声 動作を行うために出てくる掛け声｡
k歌 テレビの主題歌や自分で節をつけて歌っている歌｡
③遊びの種類による分析
遊びの種類による分析は,ひとりごとがどのような遊びの時に発せられたかという観点
からの分析である｡使用した遊びのカテゴリーは,次のとおりである｡
a運動遊び 体を動かして行う遊び｡遊具やかけっこ,かくれんは,鬼ごっこなど｡
b構成遊び 創作活動を楽しむ遊び｡粘土や工作,絵措き遊びなど｡
C表現遊び 表現をして楽しむ遊び｡歌や踊りなど｡
d模倣遊び ごっこ遊びなど｡
e傍観 他の子どもの遊びを見ている｡
fその他の遊び 上記の遊びに該当しない遊び｡
g遊び以外 遊びには該当しない活動｡
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Ⅲ 結果と考察
第1新 機能的カテゴリーによる分析
(1)全体
8日間の観察において,男児では19-41事例,女児では10-34事例,計228のひとりご
とが観察された｡収集されたひとりごとを機能的カテゴリーに分類した結果,図1のよう
になった｡
図1 機能的分類 全体
ド蔓萎/uC 詰 基 ef …≡.;∃=:l1賀!弓
d g I 1
音さ 三幸…1: I.=:.=yこ.=三-l:
0% 20% 40% 60% 80% 100%
a容認 1.75%(4) b同意 0.4%(1) C質問 3.5%(8) d主張 46.1%(105)
e非難 3.1%(7) f命令 2.6%(6) g継続 11.0%(25) h否定 5.3%(12)
i実行 23.7%(54) j要請 2.6%(6)
*百分率は発話数の合計を100としたときのそれぞれの割合である｡ ただし,
小数第2位を四捨五入した｡**()内の数字は発話数を表す｡
機能的カテゴリーでは,一番多いのが ｢主張｣(｢プッハ オナラノオトダヨ｣｢コ-ヤッ
テ コ-ヤッテ ィエヲツタル イエヲ｣)の105(46.1%),次に ｢実行｣(rコネコネ｣｢セイ
ノーデ｣｢キック- ブシュ ブシュ エイ｣)の54(23.7%),続いて ｢継続｣(｢イツノマニカ
ノビテタ｣｢ユカチャント･･-チャント･･-｣｢ニジュウハチテンハチ｣)の25(ll.0%)で
あった｡ 一番少ないのは ｢同意｣(｢ソウナンダヨ｣)の1(0.4%)で,次に ｢容認｣(｢アリガ
トウゴザイマシタ｣｢ハ-イボクガヤリマシタ トラクン｣)の4(1.8%),続いて｢要請｣(｢オ
ーイ ミテテ｣｢ネエユキチャン テツダッテ｣｢チュウダイ｣),｢命令｣(｢ハヤクマゼテ｣)の
6(2.6%)であった｡
｢主張｣では,友達が ｢プッツ｣と言ったのを開いて ｢プッハ オナラノオトダヨ｣と
言ったり, ｢コ-ヤッテ コ-ヤッテ ィエヲツクル イエヲ｣と発するなど自分に対す
る提案,助言のひとりごとが多く観察された｡4歳児は,自分と同じ興味,関心を持った
3,4人の子どもたちと同じテーマのものとで,同じ世界を共有し共に遊びを楽しむ｡L
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かし,遊びの様子をよく観察すると ｢○○ごっこして遊ぼう｣などと言葉を掛け合いなが
ら共通のテーマを持って遊んでいても,細部に渡る遊びの展開については,個々の空想の
世界や考えの中で展開されていく様子が多く見られ,その結果 ｢主張｣が多く観察された
と考えられる｡
｢実行｣では,行動を起す時の掛け声や擬音が主で,釣 りごっこ場面で竿の代わりにな
る縄跳びを海に投げる真似をして｢セイノーデ｣と言ったり,戦いごっこ場面で｢ソレ-｣
｢イケ-｣と言って悪者に向かって行ったり, ｢ダダダダダ--｣とひとりごとのリズム
に合わせより早 く走ろうとする姿が見られた｡このことからひとりごとは,イメージして
いるものを行動として表 したり,自分の行動をスムーズにしたり抑制したりする行動調節
の役割が大きいと考えられる｡
また粘土遊びの場面では,粘土をこねながら ｢コネコネ｣と言ったり,戦いごっこ場面
では, ｢パンチ｣｢キック-｣と言いながら戦う遊びを楽しむ姿が観察された｡子どもはひ
とりごとを原動力に行動を表面化させるとともに,自分の行動を言語化することでやって
いることを確認 し,より遊びの世界を深めていると推測される｡
｢継続｣では,粘土遊びの場面で放っておいた粘土が伸びて広がった状態を見て ｢イツ
ノマニカ ノビテタ｣と言ったり,友達の体重を具体的に知るために,体重計のメモリを
覗き込んで数字を読むという場面で観察された｡子どもはひとりごとを発することにより
状況や状態などを確認,把握 している｡
(2)男女差による観点から
機能的カテゴリーを男女別に分類すると,図2-1,図2-2のようになった｡
図2-1 機能的分類 男児
ド
0% 20% 40% 60% 80% 100%
a容認 2.9% (4) b同意 0.7% (1)
e非難 2.2% (3) f命令 1.5% (2)
i実行 30.9% (42) j要請 0 .7% (1 )
C質問 3.7% (5)
g継続 5.1% (7)
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図2-2 機能的分類 女児
｢~~-叫I-~--~一丁~h-~-
0% 20% 40% 60% 80% 100%
a容認 0%(0) b同意 0%(0) C質問 3.3%(3) d主張 41.3%(38)
e非難 4.3%(4) f命令 4.3%(4) g継続 19,6%(18) h否定 8.7%(8)
i実行 13.0%(12)j要請 5.4%(5)
男児においては, ｢主張｣の67(49.3%)が最も多く,次に ｢実行｣の42(30.9%)が多
く観察された｡ 少ないのは ｢同意｣と｢要請｣の1(0.7%)で,次に ｢命令｣の2(2.2%)
であった｡
女児では,男児と同様に ｢主張｣の38(41.3%)が最も多く,次に｢継続｣の18(19.6%)
が多く観察された｡少ないのは ｢容認｣,｢同意｣の0(0%)で,次に｢質問｣の3(3.3%)
であった｡
男児で多く見られた ｢実行｣が女児にはあまり見られず,代わりに ｢継続｣が女児に多
く見られるという差が出たが,この差は男女差における遊びの違いからきているものだと
思われる｡女児に比べて男児は,走ったり,飛び跳ねたり,戦いごっこの遊びにおいてパ
ンチやキックを表現するなど体を大きく動かしての遊びが多い｡そのような遊びの中で,
ひとりごとを発することで体をうまくコントロールしてイメージの動きを表現したり調整
することが求められた結果,男児に ｢実行｣が多く見られたのではないだろうか｡
第2節 内容的カテゴリーによる分析
(1)全体
収集されたひとりごとを内容的カテゴリーに分類した結果,図3のようになった｡
内容的カテゴリーでは,一番多いのが ｢思考｣(｢ジブンデスキナヨウニシテミ｣｢ハヤク
シナイト ガッコウニオタレチャウ｣｢コレノセルノ｣｢ミホハ マホウノチカラガアルノ｣)
の59(25.9%),次に ｢叙述｣(｢アーツカレタ｣｢カニクワレタ カイカイ｣)の44(19.3%),続
いて ｢意思｣(｢ネ-モーハンコヤメル｣｢ワタシモイコツ｣)の27(ll.8%)の発話が多かった｡
少ないのは ｢行為の指示｣(｢アソどこキタコトネ｣｢ネエユキチャンテツダッテ｣),｢自己へ
の問い掛け｣(｢ホウチョウハ?｣｢カエデチャンコレルカナ?Jの6(2.6%)であった｡
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図3 内容的分類 全体
:/1∴Lp:. prf:I:. I:.lL
lI… a一 b C d e f ●J ●J k
0% 20% 40% 60% 80% 100%
a叙述 19.3%(44) b確認 5.7%(13) C思考 25.9%(59)
d意思 11.8%(27) e感想 5.7%(13) f会話的表現 10.5%(24)
g行為の指示 2.6%(6)` h自己への問い掛け 2.6%(6)
i模倣 3.5%(8) j掛け声 9.2%(21) k歌 3.1%(7)
｢思考｣では,粘土遊びの場面で他児が粘土を触っているのを見て ｢ジブンノスキナヨ
ウニシテミ("自分の好きなようにして遊んでみればよい'という意味)｣と言ったり,積み
木遊びの場面で積み木の並べ方について ｢コレノセルノ｣と考えを述べたり,また ｢ハヤ
クシナイト ガッコウニオクレチャウ｣と空想の世界について叙述していた｡このような
姿はvygotskyが述べるように,この時期の子どもは思考活動の内面化が難しいことを顕
著に示していると言える｡
｢叙述｣は,自己の状況や状態あるいは活動の叙述が主である｡これは "確認'として
の意味が大きい｡
予想に反して多く観察されたのが ｢掛け声｣であった｡ 戦いごっこ場面で ｢ソレ-｣｢イ
ケ-｣などと言って行動に表したり,物を投げる遊び場面で ｢イクゾ-｣｢セイノーデ｣と
言っていた｡このような姿からも子どものひとりごとは,行動を起す原動力や行動の方向
づけとしての役割が大きいと考えられる｡
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(2)男女差による観点から
内容的カテゴリーを男女別に分類すると,図4-1,図4-2のようになった｡
図4-1 内容的分析 男児
i-∴ ~l
l一tI'z ai b C d e f 一- ●∫ k
0% 20% 40% 60% 80% 100%
a叙述 13.2%(18) b確認 6.6%(9) C思考 25.7%(35)
d意思 11.0%(15) e感想 2.9%(4) f会話的表現 16.9%(23)
g行為の指示 2.2%(3) h自己への問い掛け 2.9%(4)
i模倣 3.7%(5) j掛け声 11.0%(15) k歌 3.7%(5)
図4-2 内容的分析 女児
:∴IHi≡;■g
Il… aJ b C d e iJ
旨≡享妻≡三
0% 20% 40% 60% 80% 190%
a叙述 28.3%(26) b確認 4.4%(4) C思考 26.1%(24)
d意思 13.0%(12) e感想 9.8%(9) f会話的表現 1.1%(1)
g行為の指示 3.3%(3) h自己への問い掛け 2.2%(2)
i模倣 3.3%(3) j掛け声 6.5%(6) k歌 2.2%(2ト
男児においては, ｢思考｣の35(25.7%)が最も多く,次に ｢会話的表現｣の23(16.9%),
続いて ｢叙述｣の18(13.2%)が多く観察された｡少ないのは ｢行為の指示｣の3(2.2%)
で,次に ｢感想｣,｢自己への問い掛け｣の4(2.9%)であった｡
女児では男児と異なり ｢叙述｣26(28.3%)が最も多く,次に ｢思考｣24(26.1%)が多
く観察された｡少ないのは ｢会話的表現｣の1(1.0%),次に ｢歌｣の2(2.2%)であった｡
男児は女児に比べ,遊びに対する自分の考えを率直に表現する姿が多く見られた｡その
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分意見の対立も起こりやすい｡それに対して女児は,他児の反応 (気持ち)を伺いながら
自分の考えを述べる場面が多く,このような姿の違いがひとりごとにも影響し,男児の方
に ｢思考｣が多く観察されたのではないかと推測される｡
第3節 遊びの種類別による分析
(1)全体
ひとりごとをひとりごとが発せられた時の遊び別に分類すると図5のようになった｡
図5 遊び別分析
0% 20%
a構成遊び 47.4%(108)
d傍観 1.8%(4)
g遊び以外 12.7%(29)
40% 60% 80% 100%
b表現遊び 0%(0) C模倣遊び 26.8%(61)
e運動遊び 8.8%(20)fその他の遊び 2.6%(6)
発話数が圧倒的に多いのは ｢構成遊び｣の108(47.4%)で,割合にして過半数近くにな
る｡ 次に ｢模倣遊び｣の61(26.8%)となっている｡
｢構成遊び｣は,ブロックを使ってピストルや家などを作ったり,粘土で遊ぶ場面に多
く見られた｡ ｢模倣遊び｣は,テレビのキャラクター (ハリケンジャーなど)になったつ
もりでのごっこ遊びが大半を占めている｡
構成遊び時にひとりごとが発せられた場面をよく見てみると,例えばブロックをどうつ
なげて飛行機を作るかという場面より,今作っている,または作った飛行機が飛んだり,
急降下したり,または自分が操縦士になったつもりで動かしたりと,作りながら空想の世
界を膨らませて楽しむ場面で多くの発話がなされていた｡そういう意味では,模倣遊び時
に発せられるひとりごととよく似ている｡構成遊びや模倣遊び時にひとりごとが多く表れ
たのは,構成遊びや模倣遊びでは他の遊びよりも思考活動が活発に行われるためであると
思われるが,特に想像を要する遊びにおいては,子どもの思考活動が活発になると理解で
きる占
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(2)男女差による観点から
遊びの種別を男女別に分類すると次の図6-1,図6-2のようになる｡
図6-1 遊び別分析 男児
0% 20%
a構成遊び 39.0%(53)
d傍観 1.5%(2)
g遊び以外 15.4%(21)
40% 60% 80% 100%
b表現遊び 0%(0) C模倣遊び 32.4%(44)
e運動遊び 8.1%(ll)fその他の遊び 3.7%(5)
図6-2 遊び別分析 女児
Il! ai C e
0% 20%
a構成遊び 59.8%(55)
d傍観 2.2%(2)
g遊び以外 8.7%(8)
40% 60% 80% 100%
b表現遊び 0%(0) C模倣遊び 18.5%(17)
e運動遊び 9.8%(9) fその他の遊び 1.1%(1)
男児で発話数が最も多かったのは, ｢構成遊び｣の53(39.0%)で,次に ｢模倣遊び｣
の44(32.4%)であった｡ 少ないのは ｢表現遊び｣の0(0%)で,次に ｢傍観遊び｣の2(1.
5%)であった｡
女児では,男児と同様 ｢構成遊び｣の55(59.8%)が最も多く,次に ｢模倣遊び｣の17(1
8.5%)であった｡少ないのは ｢表現遊び｣の0(0%),次に｢その他の遊び｣の1(1.1%)
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Ⅳ まとめ
本研究は,vygotskyのひとりごとの研究を念軌 こ置き,ひとりごとはいつ,どのよう
なものが発せられるのか,また子どものひとりごとにはどのような意味があるのかを明か
にすることを目的に行った｡その結果,次のことが明らかになった｡
ひとりごとは,行動を起す際の掛け声や擬音として多く観察された｡このことから,チ
どものひとりごとはイメージしているものを行動として表したり,行動をスムーズにした
り抑制するための行動調節機能としての役割が大きい｡
自分や他児の行動や活動の状況をひとりごととして言葉化する場面も多く観察された｡
これらのひとりごとは "確認"の意味が大きく,子どもは言葉化することにより状況を確
認したり,理解している｡ また子どもは,言葉化して自分の行動 (していること)や状況
を深く感じることで遊びの世界を深めている｡
ひとりごとは,構成遊びや模倣遊び時によく表れる｡これは構成遊びや模倣遊びでは,
他の遊びよりも思考活動が活発に行われるためであると思われる｡ 特に想像を膨らませて
空想の世界を楽しむ活動場面では,ひとりごとが多く発せられる｡
これらの調査結果から,vygotskyが述べるように,子どもはひとりごととして言葉を
発することで思考を自分のものにしていると考えられる｡つまりこの時期の子どもは,外
言なしで頚 (内言)で物事を考えることが難しいのである｡がしかし,ひとりごとが表れ
るのは単にそのことだけでなく,この時期の子どもが個の世界での遊びを楽しむことを中
心する世界から脱していないということを物語っているのではないだろうか｡
ひとりごとは他に向けれた言葉ではないが,周りにいる子どもたちが友だちのひとりご
とを聞いて自分の意見を返しコミュニケーションが生まれたり,遊びの世界が共有化され
る場面も観察されたことから,子どものひとりごとは,個の世界と外の世界を繋ぐ窓のよ
うなものでもあると考えられる｡
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